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挨

拶

平
成
二
十
八
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
、
三
区
の
皆
様
に
謹

ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。
三
区
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
消
防
団
活
動
に
対
し
、
深
い
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
も
皆
様
の
日
頃
の

心
が
け
に
よ
り
管
内
に
お
い
て
大
き
な
火
災
や
災
害
の
発
生
も
な

く
平
穏
な

一
年
と
な
り
ま
し
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
致
し
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
六
月
二
十
八
日
の
第
五
十

三
回
町
団
ポ
ン
プ
操
法

。
第
二
十
七
回
町
団
ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会
に

お
い
て
、
ラ
ッ
パ
吹
奏
の
部
で
三
十

一
年
ぶ
り
の

「優
勝
」
を
果

た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
に
お
い
て

も

「準
優
勝
」
の
結
果
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は

区
民
の
皆
様
の
応
援
の
元
、
分
団
が

一
致
団
結
し
て
出
し
た
結
果

で
あ
り
、
こ
の
こ
と
を
皆
様
に
報
告
で
き
る
こ
と
は
と
て
も
嬉
し

い
限
り
で
あ
り
ま
す
。
昨
年
の
結
果
を
糧
に
本
年
も
引
き
続
き
訓

練
に
励
む
と
共
に
、
予
防
活
動
に
も
同
じ
く
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
昨
年
の
四
月

一
日
よ
り
上
伊
那
地
域
二
市
三
町
三

村
か
ら
な
る
上
伊
那
広
域
消
防
が
発
足
し
消
防
署
の
出
動
体
制
が

大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
辰
野
町
消
防
団
の
出
動
方

法
も
以
前
の
近
隣
分
団
出
動
体
制
か
ら
全
分
団
出
動
体
制

へ
と
変

更
に
な
り
、
以
前
よ
り
も
多
く
の
団
員
が
出
動
し
対
応
可
能
な
体

制
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
大
規
模
な
自
然
災
害
な
ど
の

場
合
は
各
分
団
が
地
元
地
区
で
の
対
応
と
な
り
ま
す
の
で
、
本
年

も
区
民
の
皆
様
と
の
協
力
体
制
を
よ
り
強
固
に
し
て
火
災
や
災
害

に
備
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
ご
協
力
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
結
び
に
三
区
の
益
々
の
ご
発
展
並
び
に
区
民
の
皆
様
の
益
々
の

ご
繁
栄
と
ご
健
康
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
本
年
が
災
害
の
な
い
穏

や
か
な
年
で
あ
る
こ
と
を
祈
り
な
が
ら
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
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住宅用火災警報器の設置はお済みですか ?
″■■

′́ ミ

住宅用火災火災警報器は、火災による煙をいち早く感知し火災の発生を知らせてくれるものです。

万が一火災が発生した場合でも、素早く避難、通報ができるようになります。大切な生命や財産を

火災から守るため、住宅用火災警報器を設置しましょう ! □長野県内及び全国の設置状況
設置率 条例適合率

長野県 80.30% 60.80%

全  国 8100% 6640%

不適切
新入団員紹介

○住宅用火災警報器については、詳しくは消防庁ホーム

ページをご参照下さい。

http://www fdma gojp/html/lifeヵ uukei.html

【悪質な訪問販売に注意しましょう !】

消防署が住宅用火災警報器を販売することはありません。

な価格 。無理強い販売などを行う業者にご注意下さい。

住宅用火災警報器はお近くのホームセンターや電器店などで購入

できます。ガス事業者からも購入が可能です。尚、価格はメーカー

や種類、機能等により異なります。

【住宅用火災警報器を点検しましょう !】

きちんと作動するか定期的に点検しましょう。 (年 2回程度)

故障か電池切れかわからない時は、取扱説明書を確認するかメーカ

ーにお問い合わせ下さい。尚、電池切れが判明したものや設置から

10年以上経過したものは、内部の電子機器の劣化が進んでいる恐れ

があるため、本体の交換をご検討下さい。

新田 圭吾 (2部 赤羽区)

○ 新入団員募集
消防団では新入団員を募集しています。

地域の防災の要として、

地域との交流として、

仲間づくりとして、

一緒に活動する仲間になりませんか ?

興味のある方は地域の消防団ヘ

お問い合わせ下さい。
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